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要   旨 

 

 

 

1983 年当時の中曽根首相が「留学生 10 万人計画」を打ち出し、それ以降、日本への留学生

数は飛躍的に伸びていった。文化庁 2009 年度実態調査によれば、国内における日本語学習者

数は 170,858 人となっており，過去最高となっている。もっとも多くの日本語学習者を持つ国

は中国で、その学習者は 82,675 人に達している。（文化庁 2009）このような中国で、東北三

省（黒龍江省、遼寧省、吉林省）は特に日本語教育が盛んな地域である。更に、この地に居住

する少数民族の朝鮮族は中学校の時代から日本語を外国語として学んでいる学生が多い。その

ため、高校あるいは大学卒業後、日本への留学を選択する学生も少なくない。稿者はこのよう

な中国朝鮮族の日本語学習者たちが来日直後、教室外でどのような言語環境の中にいて、また

どのように日本語を習得していくかに興味を持った。 

本研究は、現在、日本社会で社会の成員として機能している 3人の日本語学習の成功者が自

分の来日直後教室外でどのような対人環境の中にいたのか、またその対人環境との相互作用を

どうとらえているかを明らかにすることから、望ましい日本語学校のあり方、および日本語教

育のあり方について考えるものである。さらに、本研究では、3 人の調査協力者の過去の日本

語学習者としての経験と現在在日外国人生活者としての立場を踏まえて、日本の留学生政策や

外国人受け入れ政策などについても考察する。 

 本調査では、調査協力者の日本語学校生時の対人環境（人的リソース）を掴むため、日本語

学校に通ったときのある 1ヶ月を振り返って、よく話をしたり、よく一緒に行動をしたりした

人を国籍を問わず 5人程度挙げてもらった。また、それぞれの人的リソースとの相互交渉が調

査協力者の「日本語学習」、「日本の文化・習慣の学習」に役に立っているかどうかを調査協力

者自身から評価してもらった。 

さらに質的な情報を得るため質問紙調査と観察・回想ノート（調査協力者について稿者の

気付きを記録）に基づいて２回のインタビューを行い、関連箇所を文字化した。 

 調査結果からは、日本人との接触、日本語の使用が調査協力者の日本語学習に役立っ

ているということ、日本語学校とは、知識として日本語を学ぶ場であり、バイト先は日本

語の実質使用の場であると位置づけられていること、日本語教師以外の人が日本語教室以

外の場所で関わりを持っていることなどが見えてきた。また、日本での留学を終えて就職し

た調査協力者たちは、日本での生活の長期化によって言葉や生活の適応が進み、全体的に、日

本での生活基盤がある程度形成されたという認識があることが見て取れた。 

外国人の定住が進んでいる日本で、外国人をただの「外国人」として受け入れるのではなく、

日本に居住している日本の「生活者」として受け入れる積極的な姿勢の必要性を指摘したい。 
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